
年 度 Ｈ9 Ｈ10 Ｈ11 Ｈ12 Ｈ13 Ｈ14 Ｈ15

名 称 新技術フェア 新技術フェア 新技術フェア 新技術フェア
国際新技術
フェア 1999

国際新技術
フェア 2000

国際新技術
フェア 2001

国際新技術
フェア 2002

技術移転支援
フェア

場 所 科学技術館
マイドーム
おおさか

アクロス福岡
東京ファッ
ションタウン

東京国際
展示場

東京国際
展示場

東京国際
展示場

東京国際
展示場

東京国際
展示場

主催者 JST JST JST JST
日刊工業
新聞社

日刊工業
新聞社

日刊工業
新聞社

日刊工業
新聞社

JST

日 程
平成 10 年
3 月 10 日

平成 10 年
10 月 15 日

平成 10 年
11 月 26 日

平成 11 年
10 月 13 日
―14 日

平成 11 年
10 月 27 日
―29 日

平成 12 年
9 月 26 日
―28 日

平成 13 年
11 月 13 日
―15 日

平成 14 年
9 月 25 日
―27 日

平成 15 年
11 月 19 日
―21 日

来場者数 約 800 人 約 730 人 約 530 人 約 1200 人 約 40,000 人 約 34,000 人 約 35,000 人 約 37,000 人 約 26,000 人

出展小間数 44 ブース 61 ブース 62 ブース 71 ブース 76 小間 110 小間 80 小間 85 小間 25 小間

Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19

名称
イノベーション・ジャパン
2004※

イノベーション・ジャパン
2005―大学見本市

イノベーション・ジャパン
2006―大学見本市

イノベーション・ジャパン
2007―大学見本市

会期 2004 年 9 月 28 日―30 日 2005 年 9 月 27 日―29 日 2006 年 9 月 13 日―15 日 2007 年 9 月 12 日―14 日

会場 東京国際フォーラム 東京国際フォーラム 東京国際フォーラム 東京国際フォーラム

主催
イノベーション・ジャパン
2004 組織委員会

JST、NEDO JST、NEDO JST、NEDO

共催

経済産業省、文部科学省、科学
技術振興機構（JST）、新エネ
ルギー・産業技術総合開発機
構（NEDO）、産業技術総合
研究所（AIST）、日経 BP社

文部科学省、経済産業省、日
経 BP社

文部科学省、経済産業省、内
閣府、日経 BP社

文部科学省、経済産業省、内
閣府、日経 BP社

開催結果概要

総来場者数 34500 人 35800 人 39650 人 44517 人

総展示数 275 328 366 391

大学展示数
研究成果：176
知財本部： 48

研究成果：201
知財本部： 57

研究成果：235
知財本部： 61

研究成果：257
知財本部： 70

新技術説明会 145 165 179 188

研究成果数 232 270 314 327

参加大学数 116 118 114 129

TLO 出展 7 23 21 18

※フル名称：大学・研究室の「知」で新産業創造「イノベーション・ジャパン 2004」―大学発「知」の見本市―

9．イノベーション・ジャパン
開催実績

大学や公的研究機関などの優れた研究成果や JST の基礎的研究の成果などを、開発力を有する企業に

橋渡しを行い、産・学・官の技術交流、技術移転に資することを目的としたイベントの開催一覧（平成9

年度に初めて「新技術フェア」として開催され、以後、平成11 年度には来場者が数万人規模の国際新技

術フェアへと拡大、平成16 年度よりイノベーション・ジャパンとなる）。
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